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映画＆テレビ番組のポストプロダクション 

課題 
映画「アダムス・ファミリー2 アメリカ横断
旅行！」のポストプロダクションにおいて、
優れたコスト・パフォーマンスのレンダ 
リングを実現 

ソリューション 
AMD EPYC™ プロセッサーを搭載した  
Dell PowerEdge サーバーを導入 

結果 
Intel ベースの製品よりも 30% 低いコストで、
同等の演算能力を実現 

AMD テクノロジー概要 
Dell PowerEdge C6525 サーバー 
AMD EPYC™ 7702 & 7662 CPU（64 コア） 
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Cinesite、AMD EPYC™ CPU で 
ポストプロダクションを 
スーパーチャージ 
AMD EPYC プロセッサーを搭載した Dell PowerEdge 
サーバーにより、より高速な映画のレンダリングを、
より低コストで実現しました。 
 
 
 
 

AMD + CINESITE  

 

Cinesite（シネサイト）は、30年余にわたり、映画
やテレビ番組の視覚効果とアニメーションの最前
線を走ってきた制作会社です。同社はこれまでい
くつかの大ヒット映画を手掛けただけでなく、同
社の複数の作品は殿堂入りを果たしています。 
Cinesite はロンドンの本社以外に
モントリオールとバンクーバーに
制作スタジオを構え、バンクー
バーの Image Engine（イメージエ
ンジン）およびベルリンとミュン
ヘンに拠点を置く Trixter（トリク
スター）とも提携を図りながら、
視覚効果とアニメーションの制作
に取り組んでいます。同社の制作
作業はすべて、演算パフォーマン
スに大きく左右されます。 

バンクーバーの制作スタジオが映画「アダムス・
ファミリー2 アメリカ横断旅行！」のポストプロダ
クションを手掛けることになったことで、レンダ
リングのために卓越したハードウェアが必要となっ
た同社は、AMD EPYC CPU を搭載した Dell PowerEdge 
サーバーを導入しました。これにより、同社はま
さに望み通りのパフォーマンスを得ることができ
ました。 

プロジェクトの「コア時間」の算出 
Cinesite Vancouver で IT 責任者を担うジェレミー・ 
ブルソー氏は、「バンクーバーのスタジオでは、劇
場公開のアニメーションを制作しています。他の
スタジオでは VFX を手掛けていますが、当スタジオ
には異なる要件があります。1 つの大規模な作品の
ために、一度に非常に高い処理能力が必要となり
ます。『アダムス・ファミリー2』では、多くの大
規模なアセットや大量のレンダリングが必要で
あっただけでなく、タイムフレームも細かく、アー
ティストには膨大なタスクが割り当てられ非常に
負荷の高い内容でした。レンダリング、またレン
ダリング、毎日のようにレンダリングという状況
だったのです」と説明しています。 

こうした激しいポストプロダクション作業に対処
するため、Cinesite はこの高いワークロード要求を
確実にサポートできるレンダリング・インフラス
トラクチャーを確保する必要がありました。新た
な映画のポストプロダクションに向けて準備を整
えるため、「予想されるレンダリング要件を念頭に
置いて、数ヵ月をかけて計画を策定しました」と
述べたブルソー氏は、「作業に着手する際、部門は
平均的なフレームにおける『コア時間』を推定し
ます」と語っています。これは、平均的な演算コ
アで 1 フレームにかかるレンダリング時間です。同

氏は、「そして、映画全体の完了までに週あたりに
かかる時間を推定するのです」と説明しています。 

この見積もりにより、プロジェクト完了に必要な
演算能力がはじき出されます。こうして、Cinesite 
は 2 つの戦略アプローチを講じることにしました。 

ブルソー氏は、「バンクーバーの
コロケーション施設でベースラ
イン置き、必要なときにのみク
ラウドにバーストするというの
が当スタジオの計画でした。「3年
間で継続的にノードを適切な時
間使用できるのであれば、長期
的には、クラウド・インフラス
トラクチャーよりもノードを購
入するほうが手頃な価格になり
ます」と話しています。しかし、 

すべてのコアが同等に構築されているわけではあ
りません。同氏は、「フレームの平均的な処理時間
は 10 時間でも、場合によっては 8 時間しかかから
ない場合もあれば、12 時間待たなければならない
場合もあります。これを計算に入れなければなり
ません」と説明しています。 

Cinesite には、Foundry や Autodesk® など、さまざま
なソフトウェアが含まれるワークフローが存在しま
す。しかし、バンクーバーのスタジオの主要なワー
クロードは、Gaffer ライティング・ソフトウェアを
介した Autodesk Arnold® でのレンダリングです。こ
のワークフローでプロジェクトのコア時間を推定
できたら、ブルソー氏はプロジェクトをスケジュー
ル通りに進行するために必要なハードウェアを判
断することが可能となります。しかし、アーティ
ストが効率的に作業を進められるように、十分な
速度でフレーム処理を行うことも重要となります。 

ブルソー氏は、「1 フレームに 200 コア時間かかる 
可能性があります。しかし、これは 1 つのコアで、 
実際に 200 時間をかけて 1 フレームを生成するとい
う意味ではありません。フレームを適度な時間で
処理して、アーティストが作業を極力早く再開で
きるように、30 個以上のコアを使用します。すべ
てはイテレーションにかかっています。制作タス
クを終えてレンダリングを完了し、調整してまた
レンダリングするという工程をより高速に処理で
きるほど良好です」と述べています。「アダムス・
ファミリー2」の制作では、AMD EPYC プロセッサー
により、卓越したイテレーション・ワークフロー
が実現しました。同氏は、「常に密度が重要です。 
AMD の製品では、チップに 64 個の物理コアが搭載
されていると聞いたとき、これは比較検討する価
値があると考えたのです」と話しています。 

「AMD EPYC により、必要な演算の 
総量に対する価格を著しく 
抑えることができ、約 30% も 

削減することができました。しかも、
非常に簡単に導入することが 

できるのです」 

ジェレミー・ブルソー 
（Jeremy Brousseau）氏、 

IT 責任者、Cinesite Vancouver 
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AMD + CINESITE 

より低コストでより高い演算能力が実現 
ブルソー氏は、AMD EPYC が Cinesite のワークロードに最適かどうかを判断す
る必要がありました。同氏は、「AMD と Intel を比較してみました。演算にお
ける総合的なコストパフォーマンスを評価したかったのです。最終的に Dell 
によりこの評価が実現しました。テストでは、デュアル 24 コア Intel Xeon Gold 
6252 CPU と デュアル 64 コア AMD EPYC 7702 プロセッサーを比較しています。 
Intel には Optane メモリーが搭載されています。これにより、0.5 テラバイトの 
RAM を購入する必要がないため、パッケージ全体の価格が低下します」と説
明しています。 

ブルソー氏は、「当社の古いアセットから『アダムス・ファ
ミリー』（1991年の映画）をまず試しました。「ライティン
グ責任者やパイプラインのスタッフと協力してシーンとア
セットを Gaffer と Arnold のワークフローに変換し、3 ～ 4 つ
の異なるシーンでテストを実施しました。すべてがどのよ
うに機能するかを幅広く把握できるように、アセットが少
ないシンプルな小規模ファイルやアセットが大きい大規模
なファイルも使用しています。当スタジオで従来から使用
していた Intel Skylake システムでベースラインを作成し、新しい Intel と AMD 
システムでこれと比較しました。AMD EPYC プロセッサーによりコア数は各
チップあたり 2.5 倍となりました。必要な演算の総量に対する価格を著しく抑
えることができ、約 30% も削減することができました。しかも、非常に簡単
に導入することができるのです」と話しています。 

しかし、ブルソー氏は、AMD プロセッサーの出力が Intel の出力に匹敵するこ
とを実証しなければなりません。同氏は、「画像がピクセル単位で同じになる
ことを確認する必要がありました。これまで使用してきた Intel ノードでもレ
ンダリングを行うことがあるため、わずかな違いも許されないのです。結果
としては、すべてが一致していました。AMD EPYC プロセッサーについて抱い
ていた懸念は全くの無用だったのです。事実、これこそが低コストでより優
れた能力を発揮するマシンです」と述べています。 

 
必要に応じて演算能力をオンデマンドで拡張できる機能を維持しながら、演
算機能への投資利益率を最大に高めることが Cinesite の戦略です。「演算のコ
ストパフォーマンス」を最大化するためには、これが非常に重要となります。 
「アダムス・ファミリー2」の作業においても、最も集中的な生産期間には、大
容量の演算をクラウドにバーストする必要がありました。ブルソー氏は、「AWS 
では、2,400 のインスタンスで 170,000 vCPU に達しました。64 から 96 vCPU の
インスタンスで、利用できるものはすべて使用しました」と説明しています。 
Cinesite は AMD EPYC を搭載したインスタンスと競合製品ベースのインスタン
スを混合して使用したわけですが、ここでもどのプラットフォームを使用し 

ても、レンダリング能力が同等であることを実証することが非常に重要とな
ります。使用した AMD インスタンスは期待通りに動作し、優れたレンダリン
グ・パフォーマンスを得ることができました。 

重要なのは密度 
Cinesite は、共同設置のプラットフォームとして、第 2 世代 AMD EPYC 7662 CPU 
を搭載した Dell PowerEdge C6525 サーバーを選択しました。ブルソー氏は、 
「長年にわたり、当スタジオは Dell のノードを使用しており、これを Puppet  

で管理しています。これにより、Dell の BMC の IPMI ツールの
機能とうまく統合されます」と述べています。Intel から AMD 
プロセッサーに切り替えても、根本的な違いは発生しません
でした。同氏は、「実際に、ほとんど何も変更する必要はあり
ませんでした。htop プロセス・ビューアのウィンドウで 256 の
スレッドを初めて見たときは驚愕しましたが、これ以外はこ
れまでとほぼ変わりません」と話しています。 

新しい EPYC CPU 搭載サーバーによりもたらされた主なメリッ
トとして、Cinesite が各ノードでより多くのジョブを実行でき
るようになったことが挙げられます。ブルソー氏は、「Intel 

ノードでは 1 つのジョブしか実行できませんが、AMD EPYC ノードでは 4 つの
ジョブを実行できるのです。しかも、徹底的に速度を高速化する必要がある場
合は、64 スレッドに制限されることなく、128 や 256 を使用することができま
す。高密度によりもたらされる別のメリットとして、購入しなければならな
いライセンスが少なくて済むことが挙げられます。たとえば、Arnold と Nuke™ 
の場合、AMD EPYC CPU 搭載サーバーなら台数が少なくて済むため、必要なラ
イセンスも 35% 少なくなります」と述べています。 

また、「必要となるラックが Intel ノードの半分の数で済むため、管理が容易 
になるだけでなく、購入しなければならない ToR（top-of-rack）スイッチも少
なくて済みます」と述べたブルソー氏は、「EPYC には著しいメリットがあり
ます。AMD CPU の場合、ノード数はほぼ同じでも、約 5 倍のコアを活用でき
るのです。これだけ密度が高まったということです」と話しています。密度
に関する AMD のロードマップにより、AMD が今後リリースする EPYC CPU を
実に楽しみにしているというブルソー氏は、「当スタジオは、こうしたコアを
すべて有効に活用できます。レンダリングにかける時間が少なくなることは
ありませんが、そのかわりに映像はますます素晴らしいものになります」と
述べています。 

AMD EPYC™ プロセッサーによりお客様にもたらされる 
メリットに関する情報をお届けします 

サインアップしてデータセンターの 
コンテンツを購読してください 
amd.com/epycsignup

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Cinesite について Dell Technologies について 
Dell Technologies（NYSE：DELL）は、 
デジタルの未来の形成および業務方
法、生活様式、プレイ方法の変革を
目指して、企業や個人を支援してい
ます。データ時代を念頭に、業界で
最も広範にわたる革新的なテクノロ
ジーとサービスのポートフォリオを
顧客に提供しています。 

AMD について 
AMD は 50 年以上にわたり、ハイパフォーマンス・
コンピューティング、グラフィックス、視覚化テク
ノロジーの革新を推進してきました。世界中の何十
億もの人々、フォーチュン 500 のトップ企業、最先
端の科学研究機関は、生活、仕事、プレイを向上さ
せるために、絶えず AMD のテクノロジーを活用し
ています。AMD 従業員は、可能性の限界に挑戦す
るリーダーシップのハイパフォーマンスと適応性を
備えた製品の構築に注力しています。AMD は現在
だけでなく、インスピレーションあふれる未来の形
成に取り組んでいます。当社の詳細については、 
AMD（NASDAQ：AMD）のウェブサイト、ブログ、 
LinkedIn、Twitter ページをご覧ください。

「必要となるラックが Intel ノードの半分の数で済むため、 
管理が容易になるだけでなく、購入しなければならない  

ToR（top-of-rack）スイッチも少なくて済みます」 

ジェレミー・ブルソー（Jeremy Brousseau）氏、 
IT 責任者、Cinesite Vancouver 

「Intel ノードでは 1 つのジョブしか 
実行できませんが、  

AMD EPYC ノードでは 4 つのジョブを 
実行できるのです」 

ジェレミー・ブルソー 
（Jeremy Brousseau）氏、 

IT 責任者、Cinesite Vancouver 
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